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本会議　提案理由説明
本会議　質疑・付託
各常任委員会　 13日迄
本会議　一般質問
本会議　一般質問
本会議　報告・討論・採決

本会議・各委員会は傍聴できます。
みなさまの傍聴をお待ちしています。
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議会だよりでは、みなさんからいただいた作品を紹介します。
●募集作品（未発表のものに限ります）　　・俳句　　・川柳　　　・短歌　　・写真
●応募方法　住所、氏名、電話番号を記入して、議会事務局「議会だより作品募集」係へ郵送または直接窓口へ
　　　　　 (〒816－8510　大野城市曙町二丁目２番１号　℡．580－1938)
●注意事項
　・未発表のものに限ります　　・人物の写真については、掲載の了解を得てください　　・提出された作品は、返却しません　
　・ペンネームでも可とします　
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[任期：令和元年５月１日～令和５年４月30日] 令和元年5月10日現在

※　◎委員長　○副委員長　☆委員　★代表

山　上　高　昭
たかあきやまかみ 自　596-5515

事　595-8154

自　596-5515
事　595-8154

596-5515

井　上　正　則
まさのりいのうえ

596-7084596-7084 ◎ 公　明　党

山　上　高　昭

松　﨑　正　和

たかあきやまかみ
596-5515

松　田　美由紀
みゆきまつだ

577-0884577-0884 ☆ ○ 改革フォーラム

森　　　和　也
かずやもり

984-1384596-8508 ☆ ☆

自 民 令 和

自 民 令 和

自 民 令 和

自 民 令 和

自 民 令 和

自 民 令 和

まさかずまつざき
596-0900596-0900 ☆

○

市民クラブ

中　村　真　一
しんいちなかむら

501-5317501-5317 自民まどか

☆原　田　真　光
まさみつはらだ

596-0417596-0417

☆☆

☆ ☆

☆

渡　邉　知　之
ともゆきわたなべ

503-5883503-5883 自民まどか

神　田　徳　良
のりよしかんだ

595-2953595-2953 公　明　党

河　村　康　之
やすゆきかわむら

574-4359574-4359 公　明　党

井　上　正　則

松　﨑　百合子

まさのりいのうえ
596-7084596-7084 公　明　党

☆ ★岡　部　和　子
かずこおかべ

591-6018591-6018 自民大野城

井　福　大　昌
だいすけいふく

515-6678 515-6678 自民大野城

ゆりこまつざき
595-7037595-7037 改革フォーラム

平　田　不二香
ふじかひらた

558-5278404-8870 ☆

平　井　信太郎
しんたろうひらい

595-4516595-4516 自民大野城

☆ ★大　塚　みどり
みどりおおつか

595-2470595-2470 公　明　党

関　岡　俊　実
としみせきおか

574-6363574-6363 ★ 改革フォーラム

田　中　健　一
けんいちたなか

595-2712595-2712 ☆ ★◎ 自民まどか

関　井　利　夫
としおせきい

503-2123503-2123 ★◎ ☆ ☆

★☆ ○福　澤　信　光
のぶみつふくざわ

924-8890596-4321 市民クラブ

審 議 結 果 一 覧
令和元年第３回５月臨時会

議決結果件　　名議案番号 付託委員会

第29号議案
大野城市職員定数条例の一部を改正する条例の制定に
ついて

第30号議案 大野城市税条例の一部を改正する条例の制定について

第31号議案 令和元年度大野城市一般会計補正予算（第２号）について

全会一致 可決 総務企画委員会

第33号議案
専決処分した事件の承認について
（大野城市都市計画税条例の一部を改正する条例）

〃 ―

第34号議案
専決処分した事件の承認について
（大野城市国民健康保険税条例の一部を改正する条例）

〃 ―

第35号議案
専決処分した事件の承認について
（大野城市介護保険条例の一部を改正する条例）

〃 ―

第32号議案
専決処分した事件の承認について（大野城市税条例の
一部を改正する条例）

全会一致 承認 ―

予算委員会

〃 〃

第36号議案 大野城市監査委員の選任について 全会一致 同意 ―

〃

筑慈苑施設組合議員の選挙 ―指名推選

福岡都市圏南部環境事業組合議員の選挙 ―〃

閉会中における所管事務調査等の通知について
（議会運営委員会） ―承認

総
務
企
画
委
員
会

福
祉
文
教
委
員
会

都
市
環
境
委
員
会
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平成31年度一般会計予算

民  生  費 前年度比4.0％増

消防費
12億1980万円

3.4％

予備費 
6000万円　0.2％

公債費
29億6211万円

8.3％

使うお金

総務費
  57億2155万円

16.1％

議会費
2億6889万円　0.8％

教育費
37億2816万円
10.5％

土木費
  31億299万円

8.7％
衛生費

25億8094万円
7.2％

民生費
153億1135万円

43.0％商工費
5億1103万円
1.4％

農林水産業費
9246万円
0.3％

労働費
2966万円
0.1％

歳出総額　355億 8900万円

※万円未満は切り捨て

教  育  費 前年度比18.9％減

注目のポイントをピックアップ

◎大野北保育所建替事業　　4億 8303 万円
　現在の保育所を御笠川１丁目に移転し、建替
を行う。定員は161人から195人へと拡充。

◎子ども医療費　　3億 9755 万円
　小学６年生までとしていた通院の助成を、
2019年10月から中学３年生まで拡大。

◎小学校教育用コンピュータ整備事業
　　　　　　　　　　　　　1億 6514 万円

◎中学校教育用コンピュータ整備事業
　　　　　　　　　　　　　1億 2523 万円
　パソコン室のデスクトップパソコンを
タブレットパソコンに入替。

総  務  費 前年度比16.8％増

◎シビックゾーン整備事業　　3億 8766 万円
　①災害発生時の防災拠点やまどかフロアの
　　拡充
　②まどかぴあ南側と総合福祉センター北側の
　　バス専用乗降レーン整備
　③県警大野待機宿舎跡地と県有地の用地購入

◎自転車活用推進計画策定事業　　1008万円

◎無電柱化推進事業　　　　　　　　100万円

◎高架下有効利用及び市街地活性化計画検討事業
　　　　　　　　　　　　　　　　　580万円

予 算 委 員 会 （ 当 初 予 算 ）

Ｑ　バスレーンの整備工事について

Ａ　安全に乗降できるように、まどかぴあと総合福
祉センターの間に大型バス３台が入れるように整備
する。

Ｑ　東地区高齢者移動支援事業について

Ａ　東地区では高齢化率が 20％を超え、限られた
コミュニティバスの路線だけでは高齢者の移動手段
の確保が困難なため、車を１台購入し、コミュニティ
活動活性化交付金で運転手の報償金の５分の４を補
助することで、地域の高齢者の移動支援を行うこと
を協議している。
南地区のふれあい号をモデルケースとし、２コース、
午前中２便と午後２便で計画している。
Ｑ　コミュニティ活動活性化交付金について

Ａ　各地区のコミュニティの地域住民が自ら住む地
域の課題解決や目指すべき将来像を実現するため、
コミュニティ運営協議会で、コミュニティ別にまち
づくり計画を策定しており、その計画に基づいた事
業を市として支援する事業。各地区で計画の策定を
進めているため事業に対する計画内容や金額は地区
で異なる。
Ｑ　保育施設事故防止推進事業について

Ａ　導入を検討している器具は、小さなセンサーを
児童の衣服に取りつけ、そのセンサーからタブレッ
トに児童の状態の情報を送るもの。対象はゼロ歳児
としている。
この事業は国の補助事業で平成 29 年度に開始され
た。今後、本市の各保育施設に補助事業の説明を行
い導入を勧めていく。

第 11号議案
「平成 31年度大野城市一般会計予算について」

Ｑ　生活保護の未就労者就労支援プログラムの参加者

と成果について

Ａ　平成28年度が79名、平成29年度が93名と伸び、
就職決定者数は、平成28年度が33名、平成29年度が
53名と、こちらも同じように伸びている。
安定した就労をして自立してもらうことを目標とし
ており、平成28年度は２名、平成29年度は８名であ
り約20％弱の方が就労自立廃止となっている。
Ｑ　敬老祝い金の減額について

Ａ　高齢者への敬意と見守り活動を兼ねて、来年度
も手渡しで考えている。高齢者数の増に伴い費用も
増額するため、財政負担を考慮し、今もらっている
金額が上がる時期を５年間で少し遅くすることで、
総額の費用が膨らみ過ぎないように変更する。現在
祝い金を受け取っている方が減る、なくなることは
ない。
Ｑ　避難所サイン整備事業について

Ａ　施設の避難所サインや、その施設まで案内する
誘導サインを整備。現在、避難所のサインやマーク
が統一できていない部分もあるため、内閣府が示す
サインに基づき避難所のサインをつけ替え、誘導サ
インを新しく設置する。
入り口から見えにくい場合には、入り口付近に別途
サインを設け、誘導サインは、既存の施設誘導サイ
ンとは別に、効果的な場所につけていく。

Ｑ　小中学校教育用コンピューター整備事業につい

て

Ａ　現在各校にあるデスクトップパソコン40台を全
てタブレットに入れかえ、指導者用として１台加
え、各校41台の整備になる。ただし、平野中は、コ
ンピューター室が２教室あるため80台。

土  木  費 前年度比3.0％減

避難所緊急避難場所 避難所兼
緊急避難場所
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平成31年度一般会計予算

民  生  費 前年度比4.0％増

消防費
12億1980万円

3.4％

予備費 
6000万円　0.2％

公債費
29億6211万円

8.3％

使うお金

総務費
  57億2155万円

16.1％

議会費
2億6889万円　0.8％

教育費
37億2816万円
10.5％

土木費
  31億299万円

8.7％
衛生費

25億8094万円
7.2％

民生費
153億1135万円

43.0％商工費
5億1103万円
1.4％

農林水産業費
9246万円
0.3％

労働費
2966万円
0.1％

歳出総額　355億 8900万円

※万円未満は切り捨て

教  育  費 前年度比18.9％減

注目のポイントをピックアップ

◎大野北保育所建替事業　　4億 8303 万円
　現在の保育所を御笠川１丁目に移転し、建替
を行う。定員は161人から195人へと拡充。

◎子ども医療費　　3億 9755 万円
　小学６年生までとしていた通院の助成を、
2019年10月から中学３年生まで拡大。

◎小学校教育用コンピュータ整備事業
　　　　　　　　　　　　　1億 6514 万円

◎中学校教育用コンピュータ整備事業
　　　　　　　　　　　　　1億 2523 万円
　パソコン室のデスクトップパソコンを
タブレットパソコンに入替。

総  務  費 前年度比16.8％増

◎シビックゾーン整備事業　　3億 8766 万円
　①災害発生時の防災拠点やまどかフロアの
　　拡充
　②まどかぴあ南側と総合福祉センター北側の
　　バス専用乗降レーン整備
　③県警大野待機宿舎跡地と県有地の用地購入

◎自転車活用推進計画策定事業　　1008万円

◎無電柱化推進事業　　　　　　　　100万円

◎高架下有効利用及び市街地活性化計画検討事業
　　　　　　　　　　　　　　　　　580万円

予 算 委 員 会 （ 当 初 予 算 ）

Ｑ　バスレーンの整備工事について

Ａ　安全に乗降できるように、まどかぴあと総合福
祉センターの間に大型バス３台が入れるように整備
する。

Ｑ　東地区高齢者移動支援事業について

Ａ　東地区では高齢化率が 20％を超え、限られた
コミュニティバスの路線だけでは高齢者の移動手段
の確保が困難なため、車を１台購入し、コミュニティ
活動活性化交付金で運転手の報償金の５分の４を補
助することで、地域の高齢者の移動支援を行うこと
を協議している。
南地区のふれあい号をモデルケースとし、２コース、
午前中２便と午後２便で計画している。
Ｑ　コミュニティ活動活性化交付金について

Ａ　各地区のコミュニティの地域住民が自ら住む地
域の課題解決や目指すべき将来像を実現するため、
コミュニティ運営協議会で、コミュニティ別にまち
づくり計画を策定しており、その計画に基づいた事
業を市として支援する事業。各地区で計画の策定を
進めているため事業に対する計画内容や金額は地区
で異なる。
Ｑ　保育施設事故防止推進事業について

Ａ　導入を検討している器具は、小さなセンサーを
児童の衣服に取りつけ、そのセンサーからタブレッ
トに児童の状態の情報を送るもの。対象はゼロ歳児
としている。
この事業は国の補助事業で平成 29 年度に開始され
た。今後、本市の各保育施設に補助事業の説明を行
い導入を勧めていく。

第 11号議案
「平成 31年度大野城市一般会計予算について」

Ｑ　生活保護の未就労者就労支援プログラムの参加者

と成果について

Ａ　平成28年度が79名、平成29年度が93名と伸び、
就職決定者数は、平成28年度が33名、平成29年度が
53名と、こちらも同じように伸びている。
安定した就労をして自立してもらうことを目標とし
ており、平成28年度は２名、平成29年度は８名であ
り約20％弱の方が就労自立廃止となっている。
Ｑ　敬老祝い金の減額について

Ａ　高齢者への敬意と見守り活動を兼ねて、来年度
も手渡しで考えている。高齢者数の増に伴い費用も
増額するため、財政負担を考慮し、今もらっている
金額が上がる時期を５年間で少し遅くすることで、
総額の費用が膨らみ過ぎないように変更する。現在
祝い金を受け取っている方が減る、なくなることは
ない。
Ｑ　避難所サイン整備事業について

Ａ　施設の避難所サインや、その施設まで案内する
誘導サインを整備。現在、避難所のサインやマーク
が統一できていない部分もあるため、内閣府が示す
サインに基づき避難所のサインをつけ替え、誘導サ
インを新しく設置する。
入り口から見えにくい場合には、入り口付近に別途
サインを設け、誘導サインは、既存の施設誘導サイ
ンとは別に、効果的な場所につけていく。

Ｑ　小中学校教育用コンピューター整備事業につい

て

Ａ　現在各校にあるデスクトップパソコン40台を全
てタブレットに入れかえ、指導者用として１台加
え、各校41台の整備になる。ただし、平野中は、コ
ンピューター室が２教室あるため80台。

土  木  費 前年度比3.0％減

避難所緊急避難場所 避難所兼
緊急避難場所
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賛成多数　可決
(賛成18・反対1)
賛成多数　可決
(賛成18・反対1)

第１号議案 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ー ◯◯ ● ◯◯

第２号議案 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ー ◯◯ ● ◯◯

（◯：賛成、●：反対、ー：議長は表決に加わらないため）

賛否の分かれた議案（平成31年第１回１月臨時会）

会派名 改革フォーラム 自民大野城 自民まどか 公明党 会派に所属し
ていない議員

議員氏名

松
﨑

　百
合
子

松
下

　真
一

清
水

　純
子

大
塚

　み
ど
り

河
村

　康
之

白
石

　重
成

井
上

　正
則

関
井

　利
夫

中
村

　真
一

森

　
　和
也

髙
山

　や
す
子

田
中

　健
一

平
井

　信
太
郎

井
福

　大
昌

天
野

　嘉
久
孝

山
上

　高
昭

福
澤

　信
光

松
田

　美
由
紀

関
岡

　俊
実

松
﨑

　正
和

第17号議案 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ー ◯◯ ● ◯◯

第28号議案 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ー ◯◯ ● ●◯

（◯：賛成、●：反対、ー：議長は表決に加わらないため）

賛否の分かれた議案（平成31年第２回３月定例会）

会派名 改革フォーラム 自民大野城 自民まどか 公明党 会派に所属し
ていない議員

議員氏名

松
﨑

　百
合
子

松
下

　真
一

清
水

　純
子

大
塚

　み
ど
り

河
村

　康
之

白
石

　重
成

井
上

　正
則

関
井

　利
夫

中
村

　真
一

森

　
　和
也

髙
山

　や
す
子

田
中

　健
一

平
井

　信
太
郎

井
福

　大
昌

天
野

　嘉
久
孝

山
上

　高
昭

福
澤

　信
光

松
田

　美
由
紀

関
岡

　俊
実

松
﨑

　正
和

－ 陳 情 関 係 －（全議員に写しを配布）
学校図書館図書整備等5か年計画に基づく学校図書館への新聞配備のお願い陳情第１号

陳情第２号

陳情第３号

審 議 結 果 一 覧
平成31年第１回１月臨時会

議決結果件　　名議案番号 付託委員会

都市環境委員会

予算委員会平成30年度大野城市一般会計補正予算（第８号）について

訴えの提起について第１号議案

第２号議案

賛成多数　可決
(賛成18・反対1)

賛成多数　可決
(賛成17・反対2)

審 議 結 果 一 覧
平成31年第２回３月定例会

議決結果件　　名議案番号 付託委員会

〃大野城市子ども医療費の支給に関する条例の一部を改正する条例
の制定について

福祉文教委員会全会一致可決

〃

大野城市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の制定に
ついて

大野城市子どもに最適な学期制審議会設置条例の制定について

第３号議案

第４号議案

都市環境委員会大野城市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条例
の制定について 〃第６号議案

〃平成30年度大野城市国民健康保険特別会計補正予算（第５号）に
ついて 〃第12号議案

〃平成30年度大野城市後期高齢者医療特別会計補正予算（第５号）
について 〃第14号議案

〃〃第５号議案

大野城市水道事業給水条例の一部を改正する条例の制定について 〃〃第７号議案

市道路線の認定について 〃〃第８号議案

平成30年度大野城市下水道事業会計補正予算（第５号）について 〃〃第16号議案

大野城市固定資産評価審査委員会委員の選任について ‒全会一致同意第10号議案

指定管理者の指定について（コミュニティセンター） 総務企画委員会〃第９号議案

平成30年度大野城市一般会計補正予算（第９号）について 予算委員会全会一致可決第11号議案

平成30年度大野城市介護保険特別会計補正予算（第５号）について 〃〃第13号議案

平成30年度大野城市水道事業会計補正予算（第５号）について 〃〃第15号議案

議決結果件　　名議案番号 付託委員会

予算委員会平成31年度大野城市一般会計予算について第17号議案

〃平成31年度大野城市一般会計補正予算（第１号）について第28号議案

総務企画委員会福岡県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体の数の
増減及び福岡県市町村職員退職手当組合規約の変更について 〃第25号議案

‒専決処分の報告について（公用車の交通事故による損害賠償の
額の決定及び和解について） 報告報告第１号

平成31年度大野城市介護保険特別会計予算について 〃〃第19号議案

平成30年度大野城市一般会計補正予算（第10号）について 予算委員会〃第27号議案

平成31年度大野城市後期高齢者医療特別会計予算について 〃〃第20号議案

公用車の交通事故による損害賠償の額の決定及び和解について 〃〃第26号議案

市民に開かれた議会をつくる調査特別委員会 ‒〃最 終 報 告

福祉文教委員会 ‒〃委員会報告

平成31年度大野城市水道事業会計予算について 〃〃第23号議案

平成31年度大野城市下水道事業会計予算について 〃〃第24号議案

平成31年度大野城市公共用地先行取得事業特別会計予算について 〃〃第21号議案

平成31年度大野城市土地区画整理清算金特別会計予算について 〃〃第22号議案

平成31年度大野城市国民健康保険特別会計予算について 〃全会一致可決第18号議案

全国知事会の「米軍基地負担に関する提言」の主旨に基づいて、地方自治の根幹を脅かす日米地
位協定の見直しを国に求める意見書を提出する事を求める

奥山等のスギ・ヒノキ放置人工林を、森林環境譲与税（仮称）で順次計画的に皆伐を進め、天然林
に戻すことを求める陳情書
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賛成多数　可決
(賛成18・反対1)
賛成多数　可決
(賛成18・反対1)

第１号議案 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ー ◯◯ ● ◯◯

第２号議案 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ー ◯◯ ● ◯◯

（◯：賛成、●：反対、ー：議長は表決に加わらないため）

賛否の分かれた議案（平成31年第１回１月臨時会）

会派名 改革フォーラム 自民大野城 自民まどか 公明党 会派に所属し
ていない議員

議員氏名

松
﨑

　百
合
子

松
下

　真
一

清
水

　純
子

大
塚

　み
ど
り

河
村

　康
之

白
石

　重
成

井
上

　正
則

関
井

　利
夫

中
村

　真
一

森

　
　和
也

髙
山

　や
す
子

田
中

　健
一

平
井

　信
太
郎

井
福

　大
昌

天
野

　嘉
久
孝

山
上

　高
昭

福
澤

　信
光

松
田

　美
由
紀

関
岡

　俊
実

松
﨑

　正
和

第17号議案 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ー ◯◯ ● ◯◯

第28号議案 ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ー ◯◯ ● ●◯

（◯：賛成、●：反対、ー：議長は表決に加わらないため）

賛否の分かれた議案（平成31年第２回３月定例会）

会派名 改革フォーラム 自民大野城 自民まどか 公明党 会派に所属し
ていない議員

議員氏名

松
﨑

　百
合
子

松
下

　真
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委員会報告委員会報告
～主　な　審　査　内　容～

総 務 企 画 委 員 会

予 算 委 員 会 （ 補 正 予 算 ）

都 市 環 境 委 員 会

福 祉 文 教 委 員 会

Ｑ　医療費助成が小学 6 年生までから中学 3 年生

までの拡大による年間経費は

Ａ　システム改修費、補助費を含め約 2215 万円を
見込んでいる。

第４号議案
「大野城市子ども医療費の支給に関する条例の一部
を改正する条例の制定について」

Ｑ　条例を制定する根拠や理由は

Ａ　現在は３学期制だが、平成 14 年の学校完全週
５日制開始以降、近年の近隣市等の学期制度の動向
を鑑み、子どもにとって最適な学期制を検討するこ
とを目的としている。

第５号議案
「大野城市子どもに最適な学期制審議会設置条例の
制定について」

Ｑ　近隣市の小中学校の学期制の状況は

Ａ　筑紫野市は、小学校が２学期制、中学校は３学
期制。太宰府市は、小中学校ともに２学期制。那珂
川市は小学校が２学期制、中学校が３学期制。春日
市は、小学校が２学期制、中学校も２学期制だが１
校のみ３学期制を実施。
Ｑ　学期制の審議期間はどれくらいか

Ａ　2019 年度末、３月には結論を出したいと考え
ている。

Ｑ　４つのコミュニティセンターにあるＮＰＯ法

人が合併する目的はなにか

Ａ　一つの法人になることで組織体制と財政面を強
化する。
Ｑ　財政面の強化とは

Ａ　今までは会費をいただいていなかったが、今後
は個人、団体から会費をいただく。その他の具体的
方策は新ＮＰＯ法人で検討してもらう。
Ｑ　組織体制の強化とは

Ａ　今までは４つの独自性を持っていた中で、地区
ごとに強い部分と弱い部分に差が出る状況もあっ
た。施設管理部、事業部、総務部の３部体制に組織
を改正し、指揮命令が一本になることで、同じ事業
を展開でき、市全体での施策がより強化できる。

第９号議案
「指定管理者の指定について（コミュニティセン
ター）」

Ｑ　合併により各コミュニティセンターの独自性が失

われるのではないか

Ａ　指定管理事業の目的である中間支援組織として
の活動に差が出てきており、合併によりこの部分を
強化する。また、コミュニティ運営協議会がコミュ
ニティ別に計画等をつくっているため、独自の施策
が展開されると考えている。
Ｑ　新ＮＰＯ法人の総務はどこに置くのか

Ａ　総務は、南コミュニティセンターに置いてス
タートするが、この先の組織展開により移動するこ
とも考えられる。

Ｑ　保証人の要件緩和で、保証人を立てる場合と

立てない場合があるが、立てないといけない場合

とは

Ａ　保証人を立てる、立てないは借りる人の選択制
で、保証人を立てる場合は無利子、立てない場合は
１％での貸し付けとなる。
Ｑ　災害弔慰金の貸付金額に上限は

Ａ　貸付限度額は基本的に 350 万円までになってい
る。貸し付け要件は被害状況により金額が細かく規
定されている。

第６号議案
「大野城市災害弔慰金の支給等に関する条例の一部
を改正する条例の制定について」

Ｑ　水道環境の事項が削除されたとは

Ａ　水道環境の科目が、上水道及び工業用水道の科
目に統合された。

第７号議案
「大野城市水道事業給水条例の一部を改正する条例
の制定について」

Ｑ　乙金東２丁目の寄付採納に伴い市道にした道

路は市としてメリットはあるのか。

Ａ　私道のため、上下水道整備ができない状態が長
年の懸案であったが、市道認定することで上下水道
が整備され住環境が充実し住民サービスの向上に繋
がると考えている。

第８号議案
「市道路線の認定について」

Ｑ　平野台２丁目の災害復旧事業が遅れている理

由は

Ａ　一点目の理由が、芝を張ったりコンクリートで
覆ったりなどの工法の検討に時間を要したため。二
点目の理由が、工事を発注する際の一回目の入札が
不調となったため。梅雨前までには対策工事を完了
する予定。
Ｑ　コミュニティバス運行事業補助金の減額の理
由は。また、東地区の増便について
Ａ　今年度 10 月に東部ルートを 33 便に増やす予定
で予算を組んでいたが、西鉄との協議で、運転手不
足等の理由により、増便ができなかったため、その
分を今回減額した。

第 11号議案
「平成 30年度大野城市一般会計補正予算（第９号）
について」
歳入歳出予算の総額にそれぞれ 4 億 5058 万
1000 円を増額
補正後の歳入歳出予算の総額を 359 億 1139 万円
とするもの

４月から東部ルートについては、６便の運行が 12

便に増便と、東コミュニティセンター及び乙金イ

オンに回るようなルートの変更等を行うことと

なった。

Ｑ　日本脳炎予防接種者が増えている理由は。ま

た、予防接種の回数は

Ａ　日本脳炎は４回接種を標準とし、３歳、４歳、
９歳が標準接種時期として言われているが、千葉で
生後 10ヶ月の子どもが罹患した事例を受けて、日
本小児科学会が生後６ヶ月から日本脳炎の予防接種
を推奨しているため。
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代表質問 ～ 大野城市長の考えを問う ～
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答 問答 問

の
緩
や
か
な
増
加
傾
向
が
続
き
、
そ

の
後
減
少
に
転
じ
る
見
込
み
。
人
口

は
自
治
体
経
営
の
維
持
に
と
っ
て
非

常
に
重
要
な
要
素
で
あ
り
、
国
や
全

て
の
自
治
体
は
、
進
行
す
る
人
口
減

少
問
題
を
避
け
る
こ
と
な
く
、
克
服

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
住

宅
購
入
支
援
メ
ニ
ュ
ー
は
、
転
入
促

進
の
た
め
の
取
り
組
み
で
あ
る
が
、

若
い
世
代
の
定
住
促
進
は
、
不
動
産

市
場
を
活
性
化
し
て
い
く
点
も
重
要

で
あ
る
。
本
市
が
置
か
れ
て
い
る
状

況
や
、
有
効
な
支
援
策
な
ど
を
含
め
、

前
向
き
に
調
査
・
研
究
す
る
。

改革フォーラム

自民大野城

公明党

自民まどか

・田中　健一
・髙山　やす子
　森　　和也
・中村　真一
・関井　利夫

１．幼保無償化による財政負担の見通しと待機児童の解消等に
　　ついて
２．外国人共生環境の整備について
３．西鉄連続立体交差事業の費用の増額に対する財政計画の
　　見直しと駅周辺の整備事業計画について
４．公共施設等総合管理計画の策定について
５．改正水道法に対する本市の姿勢について

１．施政方針について

１．平成31年度　施政方針について

１．平成31年度施政方針について

※代表質問とは・・・市長の施政方針及び所信表明等に関して、会派
　　　　　　　　   から代表者を立てて質問を行うもの。

質

・山上　高昭
・天野　嘉久孝
・井福　大昌
　平井　信太郎質

・松﨑　正和
　関岡　俊実
・松田　美由紀
・福澤　信光

質

・井上　正則
・白石　重成
・河村　康之
　大塚　みどり質

▲映像はこちら

定
住
促
進
に
よ
る

　
　
転
入
超
過
施
策
に
つ
い
て

定
住
促
進
に
よ
る

　
　
転
入
超
過
施
策
に
つ
い
て

自
民
ま
ど
か

会　　派 所属議員 質問項目

幼
保
無
償
化
の
財
源
見
通
し
と
待
機

児
童
の
解
消
に
向
け
た
取
り
組
み
に

つ
い
て

幼
児
教
育
の
無
償
化
に
つ
い
て
は
、

少
子
化
対
策
に
一
定
の
効
果
が
あ
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。
本
年
10
月
か

ら
開
始
さ
れ
る
が
、
半
年
間
の
地
方

負
担
分
の
財
源
に
つ
い
て
は
、
全
額

国
費
に
よ
る
対
応
が
な
さ
れ
、
来
年

度
以
降
に
つ
い
て
も
、
地
方
交
付
税

な
ど
に
よ
り
財
源
が
確
保
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
、
全
国
一

律
に
行
わ
れ
る
無
償
化
に
つ
い
て
、

財
源
の
確
保
に
万
全
を
期
し
て
い
く
。

待
機
児
童
の
解
消
に
つ
い
て
は
、
年

次
的
に
保
育
定
員
の
拡
充
を
進
め
て

き
た
。
本
年
４
月
に
は
幼
稚
園
２
園

の
認
定
こ
ど
も
園
へ
の
移
行
な
ど
に

よ
り
２
１
９
人
の
定
員
拡
充
を
行
う

予
定
と
し
て
い
る
。

答 問

答 問
改
正
水
道
法
に
対
す
る
本
市
の
姿
勢

と
上
下
水
道
施
設
の
老
朽
化
に
伴
う

整
備
と
財
政
計
画
に
つ
い
て

水
道
事
業
は
市
民
生
活
に
必
要
不
可

欠
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
し
て
、
地
域

住
民
の
生
命
と
暮
ら
し
を
守
る
と
い

う
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
行
政
が
み
ず
か
ら
責
任
と
使

命
を
持
っ
て
行
う
べ
き
も
の
と
考
え

て
い
る
。

水
道
施
設
に
つ
い
て
、
水
道
施
設
再

編
計
画
及
び
更
新
計
画
、
下
水
道
施

設
に
つ
い
て
は
下
水
道
ス
ト
ッ
ク
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
実
施
計
画
に
基
づ
き
、

計
画
的
に
整
備
を
進
め
て
い
く
。

ま
た
、
財
政
計
画
は
、
上
下
水
道
事

業
全
般
に
つ
い
て
健
全
な
運
営
が
で

き
る
見
通
し
を
立
て
て
い
る
。

▲映像はこちら

幼
保
無
償
化
と

　
　
改
正
水
道
法
の
対
応
に
つ
い
て

幼
保
無
償
化
と

　
　
改
正
水
道
法
の
対
応
に
つ
い
て

改
革
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
県
警
大
野
待
機
宿
舎
跡
地
」
に
つ
い

て今
後
、
心
の
ふ
る
さ
と
館
等
の
利
用

者
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
の
で
、
２

０
１
９
年
度
中
に
県
か
ら
買
い
上
げ
、

駐
車
場
と
し
て
整
備
す
る
。

西
鉄
連
続
立
体
事
業
後
の
無
電
柱
化

に
つ
い
て

白
木
原
下
大
利
線
に
お
い
て
、
高
架

事
業
の
仮
線
撤
去
後
に
無
電
柱
化
事

業
に
着
手
し
、
２
０
２
３
年
度
の
完

成
を
目
指
す
。
県
道
現
人
橋
乙
金
線

に
お
い
て
、
県
に
無
電
柱
化
を
要
望

し
て
い
る
。

「
万
全
な
危
機
管
理
体
制
」
と
は
具
体

的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
か

大
雨
や
地
震
な
ど
の
自
然
災
害
の
ほ

か
、
外
国
か
ら
の
攻
撃
や
テ
ロ
な
ど

の
武
力
攻
撃
事
態
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る

事
象
を
想
定
し
、
い
か
な
る
場
合
で

も
、
市
民
の
生
命
や
財
産
を
守
る
広

域
か
つ
多
角
的
な
危
機
管
理
の
体
制

が「
万
全
な
危
機
管
理
体
制
」で
あ
る
。

答答 問

答 問答 問

答 問問

小
中
学
校
の
現
行
の
「
３
学
期
制
」

と
「
２
学
期
制
」
を
問
う
「
学
期
制

審
議
会
」
に
つ
い
て

「
学
期
制
審
議
会
」
を
２
０
１
９
年
度

当
初
に
設
置
す
る
予
定
で
あ
る
。
審

議
会
で
審
議
を
行
い
、
そ
の
答
申
を

も
と
に
２
０
２
０
年
３
月
ま
で
に
結

論
を
出
す
予
定
で
、
児
童
・
生
徒
に

と
っ
て
最
適
な
学
期
制
と
な
る
施
策

を
展
開
す
る
。

「
自
転
車
活
用
推
進
計
画
」
に
自
転
車

保
険
は
含
ま
れ
て
い
る
か

自
転
車
に
関
す
る
交
通
ル
ー
ル
な
ど

の
安
全
教
育
や
事
故
の
加
害
者
に

な
っ
た
時
の
リ
ス
ク
周
知
を
行
い
、

損
害
賠
償
責
任
保
険
な
ど
の
加
入
促

進
に
つ
い
て
も
検
討
を
進
め
る
。

▲映像はこちら

平
成
31
年
度
　
施
政
方
針
に
つ
い
て

平
成
31
年
度
　
施
政
方
針
に
つ
い
て

自
民
大
野
城
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代表質問 ～ 大野城市長の考えを問う ～

「
定
住
促
進
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が

重
要
な
柱
に
な
る
と
言
わ
れ
た
が
、

本
市
に
人
を
呼
び
込
む
た
め
の
効
果

的
な
事
業
と
は
、
具
体
的
に
ど
の
よ

う
な
も
の
か

大
野
城
市
を
訪
れ
て
み
た
い
、
大
野

城
市
に
住
ん
で
み
た
い
と
思
っ
て
い

た
だ
く
た
め
に
は
、
本
市
の
魅
力
や

価
値
を
伝
え
、
本
市
の
知
名
度
や
イ

メ
ー
ジ
の
向
上
を
図
っ
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
対
外
的
な
Ｐ
Ｒ
や
広
報
活

動
な
ど
を
軸
と
し
た
積
極
的
な
情
報

発
信
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

な
取
り
組
み
で
あ
る
と
考
え
る
。

本
市
も
、
近
い
将
来
は
人
口
減
少
に

転
じ
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
が
、「
大

野
城
市
に
住
み
た
い
」
と
思
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
、
様
々
な
魅
力
化

施
策
を
推
進
し
て
、
転
入
超
過
を
目

指
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な

い
か
。
住
宅
購
入
支
援
メ
ニ
ュ
ー
の

よ
う
な
、
支
援
施
策
が
必
要
で
は
な

い
か
と
考
え
る
が
、
本
市
の
お
考
え

を
お
伺
い
す
る

全
国
的
に
少
子
高
齢
化
が
進
展
す
る

中
、
本
市
は
今
後
も
し
ば
ら
く
人
口

答 問答 問

の
緩
や
か
な
増
加
傾
向
が
続
き
、
そ

の
後
減
少
に
転
じ
る
見
込
み
。
人
口

は
自
治
体
経
営
の
維
持
に
と
っ
て
非

常
に
重
要
な
要
素
で
あ
り
、
国
や
全

て
の
自
治
体
は
、
進
行
す
る
人
口
減

少
問
題
を
避
け
る
こ
と
な
く
、
克
服

し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
住

宅
購
入
支
援
メ
ニ
ュ
ー
は
、
転
入
促

進
の
た
め
の
取
り
組
み
で
あ
る
が
、

若
い
世
代
の
定
住
促
進
は
、
不
動
産

市
場
を
活
性
化
し
て
い
く
点
も
重
要

で
あ
る
。
本
市
が
置
か
れ
て
い
る
状

況
や
、
有
効
な
支
援
策
な
ど
を
含
め
、

前
向
き
に
調
査
・
研
究
す
る
。

改革フォーラム

自民大野城

公明党

自民まどか

・田中　健一
・髙山　やす子
　森　　和也
・中村　真一
・関井　利夫

１．幼保無償化による財政負担の見通しと待機児童の解消等に
　　ついて
２．外国人共生環境の整備について
３．西鉄連続立体交差事業の費用の増額に対する財政計画の
　　見直しと駅周辺の整備事業計画について
４．公共施設等総合管理計画の策定について
５．改正水道法に対する本市の姿勢について

１．施政方針について

１．平成31年度　施政方針について

１．平成31年度施政方針について

※代表質問とは・・・市長の施政方針及び所信表明等に関して、会派
　　　　　　　　   から代表者を立てて質問を行うもの。

質

・山上　高昭
・天野　嘉久孝
・井福　大昌
　平井　信太郎質

・松﨑　正和
　関岡　俊実
・松田　美由紀
・福澤　信光

質

・井上　正則
・白石　重成
・河村　康之
　大塚　みどり質

▲映像はこちら

定
住
促
進
に
よ
る

　
　
転
入
超
過
施
策
に
つ
い
て

定
住
促
進
に
よ
る

　
　
転
入
超
過
施
策
に
つ
い
て

自
民
ま
ど
か

会　　派 所属議員 質問項目

幼
保
無
償
化
の
財
源
見
通
し
と
待
機

児
童
の
解
消
に
向
け
た
取
り
組
み
に

つ
い
て

幼
児
教
育
の
無
償
化
に
つ
い
て
は
、

少
子
化
対
策
に
一
定
の
効
果
が
あ
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。
本
年
10
月
か

ら
開
始
さ
れ
る
が
、
半
年
間
の
地
方

負
担
分
の
財
源
に
つ
い
て
は
、
全
額

国
費
に
よ
る
対
応
が
な
さ
れ
、
来
年

度
以
降
に
つ
い
て
も
、
地
方
交
付
税

な
ど
に
よ
り
財
源
が
確
保
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
、
全
国
一

律
に
行
わ
れ
る
無
償
化
に
つ
い
て
、

財
源
の
確
保
に
万
全
を
期
し
て
い
く
。

待
機
児
童
の
解
消
に
つ
い
て
は
、
年

次
的
に
保
育
定
員
の
拡
充
を
進
め
て

き
た
。
本
年
４
月
に
は
幼
稚
園
２
園

の
認
定
こ
ど
も
園
へ
の
移
行
な
ど
に

よ
り
２
１
９
人
の
定
員
拡
充
を
行
う

予
定
と
し
て
い
る
。

答 問

答 問
改
正
水
道
法
に
対
す
る
本
市
の
姿
勢

と
上
下
水
道
施
設
の
老
朽
化
に
伴
う

整
備
と
財
政
計
画
に
つ
い
て

水
道
事
業
は
市
民
生
活
に
必
要
不
可

欠
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
と
し
て
、
地
域

住
民
の
生
命
と
暮
ら
し
を
守
る
と
い

う
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
行
政
が
み
ず
か
ら
責
任
と
使

命
を
持
っ
て
行
う
べ
き
も
の
と
考
え

て
い
る
。

水
道
施
設
に
つ
い
て
、
水
道
施
設
再

編
計
画
及
び
更
新
計
画
、
下
水
道
施

設
に
つ
い
て
は
下
水
道
ス
ト
ッ
ク
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
実
施
計
画
に
基
づ
き
、

計
画
的
に
整
備
を
進
め
て
い
く
。

ま
た
、
財
政
計
画
は
、
上
下
水
道
事

業
全
般
に
つ
い
て
健
全
な
運
営
が
で

き
る
見
通
し
を
立
て
て
い
る
。

▲映像はこちら

幼
保
無
償
化
と

　
　
改
正
水
道
法
の
対
応
に
つ
い
て

幼
保
無
償
化
と

　
　
改
正
水
道
法
の
対
応
に
つ
い
て

改
革
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
県
警
大
野
待
機
宿
舎
跡
地
」
に
つ
い

て今
後
、
心
の
ふ
る
さ
と
館
等
の
利
用

者
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
の
で
、
２

０
１
９
年
度
中
に
県
か
ら
買
い
上
げ
、

駐
車
場
と
し
て
整
備
す
る
。

西
鉄
連
続
立
体
事
業
後
の
無
電
柱
化

に
つ
い
て

白
木
原
下
大
利
線
に
お
い
て
、
高
架

事
業
の
仮
線
撤
去
後
に
無
電
柱
化
事

業
に
着
手
し
、
２
０
２
３
年
度
の
完

成
を
目
指
す
。
県
道
現
人
橋
乙
金
線

に
お
い
て
、
県
に
無
電
柱
化
を
要
望

し
て
い
る
。

「
万
全
な
危
機
管
理
体
制
」
と
は
具
体

的
に
ど
の
よ
う
な
も
の
か

大
雨
や
地
震
な
ど
の
自
然
災
害
の
ほ

か
、
外
国
か
ら
の
攻
撃
や
テ
ロ
な
ど

の
武
力
攻
撃
事
態
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る

事
象
を
想
定
し
、
い
か
な
る
場
合
で

も
、
市
民
の
生
命
や
財
産
を
守
る
広

域
か
つ
多
角
的
な
危
機
管
理
の
体
制

が「
万
全
な
危
機
管
理
体
制
」で
あ
る
。

答答 問

答 問答 問

答 問問

小
中
学
校
の
現
行
の
「
３
学
期
制
」

と
「
２
学
期
制
」
を
問
う
「
学
期
制

審
議
会
」
に
つ
い
て

「
学
期
制
審
議
会
」
を
２
０
１
９
年
度

当
初
に
設
置
す
る
予
定
で
あ
る
。
審

議
会
で
審
議
を
行
い
、
そ
の
答
申
を

も
と
に
２
０
２
０
年
３
月
ま
で
に
結

論
を
出
す
予
定
で
、
児
童
・
生
徒
に

と
っ
て
最
適
な
学
期
制
と
な
る
施
策

を
展
開
す
る
。

「
自
転
車
活
用
推
進
計
画
」
に
自
転
車

保
険
は
含
ま
れ
て
い
る
か

自
転
車
に
関
す
る
交
通
ル
ー
ル
な
ど

の
安
全
教
育
や
事
故
の
加
害
者
に

な
っ
た
時
の
リ
ス
ク
周
知
を
行
い
、

損
害
賠
償
責
任
保
険
な
ど
の
加
入
促

進
に
つ
い
て
も
検
討
を
進
め
る
。

▲映像はこちら

平
成
31
年
度
　
施
政
方
針
に
つ
い
て

平
成
31
年
度
　
施
政
方
針
に
つ
い
て

自
民
大
野
城
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一般質問 ～ これからの大野城を問う ～
注：★がついている内容を掲載しています。なお、各議員の最後にあるＱＲコードから映像を見ることができます。

田中　健一 大野城の未来づくりについて
大塚みどり ＩＣＴ環境整備について

防災・減災について

松下　真一 住民要求への対応の進捗状況について

河村　康之
公共施設の防犯カメラの設置について
市民からの情報提供におけるＬＩＮＥの活
用について

松﨑百合子
高齢者の健康支援といこいの里の時間
延長について
子どもの貧困防止と学習支援について

白
木
原
下
大
利
線
に
お
い
て
、
無
電

柱
化
を
行
う
た
め
の
調
査
実
施
に
つ

い
て

市
施
行
に
よ
る
無
電
柱
化
に
つ
い
て

白
木
原
下
大
利
線
以
外
の
道
路
で
行

う
予
定
は
な
い
が
、
県
道
現
人
橋
乙

金
線
の
無
電
柱
化
に
つ
い
て
県
に
対

し
て
要
望
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

防
災
に
お
い
て
、
被
害
を
最
小
限
に

止
め
、
万
全
な
危
機
管
理
体
制
を
整

え
る
た
め
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

災
害
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
屋

外
拡
声
子
局
か
ら
の
放
送
が
、
屋
内

で
は
聞
き
取
り
に
く
い
と
い
う
課
題

を
持
っ
て
い
る
。
戸
別
受
信
機
の
導

入
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
局
の
開
局

な
ど
、
災
害
情
報
の
伝
達
の
あ
り
方

に
つ
い
て
研
究
を
進
め
、
性
能
や
コ

ス
ト
面
も
含
め
て
、
最
も
適
し
た
手

段
を
提
案
し
た
い
。

答答

答

問問

問答 問
ブ
ロ
ッ
ク
塀
な
ど
の
撤
去
に
対
す
る

補
助
に
つ
い
て

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
撤
去
費
補
助
制
度

は
、
最
大
で
15
万
円
補
助
す
る
。
撤

去
費
を
補
助
す
る
だ
け
で
は
、
地
震

で
倒
壊
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
ブ
ロ
ッ

ク
塀
の
改
善
が
進
ま
な
い
こ
と
も
考

え
ら
れ
る
。
フ
ェ
ン
ス
設
置
の
補
助

制
度
な
ど
、
さ
ら
に
調
査
・
研
究
を

行
う
。

学
校
図
書
支
援
の
行
政
・
学
校
・
読

書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
相
互
連
携
強
化

の
取
り
組
み
に
つ
い
て

行
政
が
主
催
し
て
実
施
し
て
い
る
読

書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講

座
に
、
今
後
は
、
学
校
関
係
者
や
教

育
委
員
会
も
参
加
を
し
、
行
政
、
学

校
、
読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
一
体
と

な
っ
た
学
校
図
書
支
援
の
た
め
の
方

法
を
検
討
し
て
い
く
。

▲映像はこちら

▲映像はこちら

答

答 問問 ま
ど
か
号
を

　
　
市
南
側
地
区
に
も
走
ら
せ
た
い
！

ま
ど
か
号
を

　
　
市
南
側
地
区
に
も
走
ら
せ
た
い
！

中
央
地
区
南
側
と
南
地
区
に
、コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
「
ま
ど
か
号
」
を
運
行

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。
で
き
な

い
な
ら
ば
、
そ
れ
は
な
ぜ
か

近
年
で
は
、
バ
ス
運
転
士
の
不
足
や
、

働
き
方
改
革
に
伴
う
労
働
条
件
の
変

更
な
ど
、
厳
し
い
社
会
情
勢
が
あ
り
、

西
鉄
は
利
用
者
が
少
な
く
赤
字
幅
の

大
き
い
路
線
バ
ス
を
減
便
す
る
方
針

で
あ
る
。

本
市
に
お
い
て
も
、
南
地
区
の
路
線

バ
ス
の
一
部
で
減
便
が
行
わ
れ
て
い

る
が
、
こ
の
よ
う
な
状
況
や
、
高
齢

化
に
伴
う
社
会
状
況
の
変
化
等
を
考

慮
す
る
と
、
将
来
的
に
公
共
交
通
空

白
地
の
再
検
証
を
行
う
な
ど
、
本
市

の
バ
ス
交
通
全
般
を
見
直
す
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
。
そ
の
中
で
、
中
央

地
区
の
南
側
や
南
地
区
で
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て
も
検

討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

福
岡
市
で
は
、高
齢
者
乗
車
券
と
い
う

事
業
を
行
っ
て
い
る
が
、こ
の
よ
う
な
施

策
は
で
き
な
い
か
。福
岡
市
は
事
業
を

行
っ
て
い
る
の
に
、本
市
が
で
き
な
い
の

は
な
ぜ
か

福
岡
市
と
同
様
の
高
齢
者
を
対
象
と

し
た
乗
車
運
賃
助
成
制
度
の
導
入
に

つ
い
て
は
、
交
通
事
業
者
な
ど
関
係

機
関
と
の
協
議
・
調
整
や
そ
の
財
源

な
ど
、
多
く
の
課
題
が
あ
る
こ
と
を

ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

本
市
の
高
齢
者
施
策
に
お
い
て
は
、

移
動
支
援
策
な
ど
を
強
化
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
、
全
て
の
高
齢

者
の
方
に
公
平
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
と
い
う
視
点
を
持
っ
て
、
今
後

も
調
査
・
研
究
し
て
い
き
た
い
。

森
　
　
　
和
　
也

平
成
31
年
度
施
政
方
針
に

　
　
つ
い
て
の
見
解
を
問
う

平
成
31
年
度
施
政
方
針
に

　
　
つ
い
て
の
見
解
を
問
う

公

明

党

◆ 

議
会
の
動
き 

◆

議
会
運
営
委
員
会

本
会
議（
臨
時
会
）

全
員
協
議
会

議
会
運
営
委
員
会

会
派
代
表
者
会
議

市
民
に
開
か
れ
た
議
会
を
つ
く
る
調
査
特
別
委
員
会

本
会
議（
初
日
）

全
員
協
議
会

本
会
議（
２
日
目
）

議
会
運
営
委
員
会

総
務
企
画
委
員
会

福
祉
文
教
委
員
会

都
市
計
画
委
員
会

予
算
委
員
会

予
算
委
員
会

本
会
議
、（
３
日
目
、一
般
質
問
）

市
民
に
開
か
れ
た
議
会
を
つ
く
る
調
査
特
別
委
員
会

本
会
議
、（
４
日
目
、一
般
質
問
）

議
会
運
営
委
員
会

本
会
議（
最
終
日
）

全
員
協
議
会

１
月
21
日

28
日

２
月
15
日　

22
日

３
月
４
日

５
日

６
〜
７
日

11
〜
12
日

13
日

14
日

19
日

森 　 和 也

コミュニティバス運行事業の推進につ
いて（平成27年６月）
まちぴか市民運動と一般廃棄物処理に
ついて（平成27年９月）
防災・防犯（安心・安全のまちづくり施
策）について（平成27年12月、平成28
年３月）

松田美由紀

データヘルス計画について（平成28年
６月定例会）
骨髄バンクドナー支援制度について（平
成28年12月定例会）
市民公益活動促進プラットホーム（まど
かぷらっと）について

清水　純子

水道法の一部改正について
学校区制について
男女が安心して働き続けるために
外国籍住民との共生社会について
下大利駅東土地区画整理事業関連につ
いて
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情
報
発
信
の
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
と
は
具
体
的

に
ど
の
よ
う
な
も
の
か

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
は
、
利
用
者
同
士
が
相
手

を
登
録
し
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
や
り
と
り

な
ど
が
行
え
る
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

か
ら
の
利
用
を
前
提
に
開
発
さ
れ
た

サ
ー
ビ
ス
。
本
市
で
は
イ
ベ
ン
ト
や

災
害
な
ど
の
情
報
発
信
に
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

等
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
て
い
る
。

道
路
や
歩
道
の
ふ
ぐ
あ
い
箇
所
の
特

定
と
破
損
の
程
度
が
速
や
か
に
わ
か

る
よ
う
、
本
市
も
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用

し
て
、市
民
か
ら
の
情
報
提
供
を
行
っ

て
み
て
は
ど
う
か

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
し
た
情
報
提
供

は
、
現
場
の
状
況
写
真
や
位
置
情
報

な
ど
、
詳
し
い
状
況
を
速
や
か
に
収

集
で
き
、
手
軽
に
送
信
で
き
る
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
活
用
を
進
め
る
に
は
、
リ

ア
ル
タ
イ
ム
に
対
応
で
き
る
人
材
体

制
の
確
保
や
、
通
報
者
の
個
人
情
報

の
取
り
扱
い
な
ど
関
係
課
と
協
議

し
、
今
後
調
査
・
研
究
を
進
め
た
い
。

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
し
子
ど
も
た
ち
の
、

「
い
じ
め
相
談
」
や
「
悩
み
相
談
等
」

答答 問問問答答答 問問問問

答答答 問
を
行
っ
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
が
、

本
市
で
は
ど
う
考
え
る
か

子
ど
も
た
ち
に
気
軽
に
話
す
勇
気
を

持
た
せ
、
相
談
し
た
い
勇
気
を
湧
き

立
た
せ
る
た
め
に
、Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
初
め

と
し
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の
活
用
は
大
切
だ

と
思
っ
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
が
大

人
に
相
談
す
る
と
い
う
心
理
的
な

ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
、「
い
じ
め
の
早
期

発
見
」
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
と

考
え
、
他
自
治
体
で
既
に
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

を
活
用
し
た
事
例
を
参
考
に
し
な
が

ら
、
今
後
実
践
内
容
や
効
果
等
を
調

査
・
研
究
し
て
い
き
た
い
。

L
I
N
E
を
活
用
し

　
　「
い
じ
め
」等
の
相
談
の
推
進
を

L
I
N
E
を
活
用
し

　
　「
い
じ
め
」等
の
相
談
の
推
進
を

▲映像はこちら

▲映像はこちら
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特
定
健
診
未
受
診
者
対
策
に
つ
い
て

平
成
30
年
度
新
た
に
受
診
率
が
低
い

２
区
を
選
定
し
、
職
員
に
よ
る
訪
問

で
の
受
診
勧
奨
を
実
施
し
て
い
る
。

デ
ー
タ
ヘ
ル
ス
に
よ
り
可
能
と
な
っ

た
、
か
か
り
つ
け
医
を
通
じ
た
受
診

勧
奨
事
業
で
は
、
生
活
習
慣
病
で
治

療
中
の
方
に
対
し
、
医
療
機
関
で
必

要
な
検
査
を
実
施
し
、
結
果
を
提
供

し
て
も
ら
う
こ
と
で
情
報
収
集
を

行
っ
て
い
る
。

健
康
ポ
イ
ン
ト
制
度
の
導
入
に
つ
い

て市
民
が
対
象
事
業
に
参
加
す
る
こ
と

で
ポ
イ
ン
ト
が
貯
ま
り
、
貯
ま
っ
た

ポ
イ
ン
ト
を
特
典
と
交
換
で
き
る
仕

組
み
。
対
象
事
業
は
、
特
定
健
診
や

が
ん
検
診
な
ど
の
検
診
の
受
診
と
、

健
康
運
動
教
室
な
ど
の
健
康
づ
く
り

へ
の
参
加
と
し
て
い
る
。
制
度
は
、

２
０
１
９
年
度
集
団
健
診
の
開
始
時

期
に
合
わ
せ
、
６
月
か
ら
開
始
予
定
。

答答 問問

答答 問問
胃
が
ん
検
診
の
集
団
健
診
と
個
別
健

診
の
受
診
状
況
は

平
成
30
年
度
は
、
集
団
健
診
の
胃
バ

リ
ウ
ム
検
査
を
２
１
３
９
人
が
受
診

し
、
個
別
健
診
の
胃
カ
メ
ラ
検
診
は
、

開
始
か
ら
７
カ
月
間
で
１
０
８
６
人

受
診
を
し
て
い
る
。

乳
が
ん
検
診
・
子
宮
頸
が
ん
検
診
の

個
別
健
診
実
施
に
つ
い
て

さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
が
ん
の
早
期
発
見
、
早
期
治
療

に
つ
な
が
る
よ
う
に
、
乳
が
ん
検
診

の
個
別
実
施
に
つ
い
て
今
後
も
検
討

す
る
。

「
夢
と
み
ら
い
の
子
ど
も
プ
ラ
ン
Ⅲ
」

案
で
子
ど
も
の
貧
困
状
況
は

過
去
１
年
間
に
経
済
的
理
由
で
必
要

な
も
の
が
買
え
な
か
っ
た
り
支
払
い

が
遅
れ
た
り
と
回
答
し
た
経
済
的
に

苦
し
い
家
庭
は
約
１
割
。
学
校
等
の

集
金
は
４
・
５
％
、
光
熱
水
費
は
６
・

３
％
が
支
払
い
が
遅
れ
た
こ
と
が
あ

る
と
回
答
。
収
入
が
少
な
い
家
庭
は

ひ
と
り
親
家
庭
の
割
合
が
高
い
。

貧
困
化
が
進
ん
で
い
る
の
で
は

中
学
生
の
就
学
援
助
は
20
％
前
後
、

小
学
生
は
19
％
前
後
で
推
移
し
て
い

る
。
こ
の
状
況
か
ら
子
ど
も
の
貧
困

が
進
ん
で
い
る
と
は
判
断
で
き
な
い

と
考
え
る
。

子
ど
も
の
貧
困
防
止
に
つ
い
て
、「
夢

と
未
来
の
子
ど
も
プ
ラ
ン
Ⅲ
」
案
の

施
策
は

妊
娠
期
、
乳
幼
児
期
及
び
学
童
期
の

早
い
段
階
で
重
点
的
に
取
り
組
む
こ

と
と
し
て
い
る
。

貧
困
の
連
鎖
を
防
止
す
る
た
め
に
学

習
支
援
が
重
要
と
考
え
る
が
、
国
の

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
を
使
っ

た
県
内
の
実
施
状
況
は

29
市
中
15
市
が
実
施
し
て
い
る
。
飯

塚
市
で
は
市
内
２
カ
所
の
公
民
館
に

て
週
１
回
４
時
間
、
大
牟
田
市
で
は

市
内
３
カ
所
に
て
週
１
回
２
時
間
の

学
習
支
援
教
室
を
開
催
。

学
習
と
食
の
支
援
が
４
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
単
位
で
必
要
だ
と
考
え
る
が

福
岡
県
ひ
と
り
親
家
庭
の
た
め
の
学

習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
、
大
野
城
学

習
支
援
室
・
か
ぼ
ち
ゃ
の
２
つ
の
学

習
支
援
が
行
わ
れ
て
い
る
。
教
室
の

実
態
や
ニ
ー
ズ
の
把
握
を
行
い
、
福

祉
や
教
育
の
部
署
と
連
携
し
、
支
援

の
あ
り
方
の
調
査
・
研
究
を
し
て
い

き
た
い
。

受
診
率
向
上
と

　
　
早
期
発
見
に
つ
な
げ
る
に
は

受
診
率
向
上
と

　
　
早
期
発
見
に
つ
な
げ
る
に
は

子
ど
も
達
の
夢
と
未
来
へ

　
　
学
習
と
食
の
支
援
を
！

子
ど
も
達
の
夢
と
未
来
へ

　
　
学
習
と
食
の
支
援
を
！

▲映像はこちら

豪
雨
災
害
や
地
震
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
ど

う
か

県
が
実
施
し
て
い
る
御
笠
川
上
流
の

筑
紫
野
市
域
の
河
川
改
修
事
業
に
目

途
が
つ
き
次
第
、
大
野
城
市
域
の
河

川
改
修
に
着
手
す
る
予
定
。

地
震
対
策
は
、
本
市
東
地
区
に
被
害

が
多
く
な
る
と
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

議
員
か
ら
紹
介
さ
れ
た
大
学
教
授
等

の
専
門
家
の
意
見
を
取
り
入
れ
な
が

ら
、
よ
り
よ
い
防
災
の
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
、
そ
の
後
は
東
地
区
を
モ
デ

ル
と
し
て
、
市
域
全
体
に
広
げ
ら
れ

る
よ
う
努
め
る
。

西
鉄
天
神
大
牟
田
線
高
架
事
業
に
よ

る
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か

令
和
２
年
度
末
に
高
架
切
り
か
え
、

令
和
２
年
度
に
事
業
完
了
の
予
定
。

下
大
利
駅
東
線
は
、Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
が

下
大
利
団
地
を
団
地
再
生
事
業
の
対

象
に
位
置
づ
け
た
こ
と
か
ら
、
地
元

区
と
の
協
議
を
進
め
、
関
係
者
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
得
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

答答 問

問

問

答
九
州
大
学
と
の
連
携
を
強
力
に
推
進

し
、
多
く
の
様
々
な
行
政
課
題
を
解

決
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
ど
う
か

高
度
化
ま
た
複
雑
化
し
て
い
く
行
政

課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
来
る
３
月

18
日
に
九
州
大
学
と
大
野
城
市
の
包

括
的
な
連
携
協
定
を
締
結
す
る
。

連
携
内
容
は
、
九
州
大
学
と
大
野
城

市
が
有
す
る
資
源
の
相
互
活
用
や
九

州
大
学
と
大
野
城
市
民
と
の
交
流
の

推
進
、
ま
た
筑
紫
キ
ャ
ン
パ
ス
周
辺

地
域
の
環
境
整
備
と
ま
ち
づ
く
り
等

が
考
え
ら
れ
る
。

大
野
城
の
未
来
づ
く
り
に
つ
い
て

大
野
城
の
未
来
づ
く
り
に
つ
い
て

松
　
﨑
　
百
合
子

河
　
村
　
康
　
之

田
　
中
　
健
　
一

松
　
田
　
美
由
紀
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と
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に
相
談
す
る
と
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う
心
理
的
な

ハ
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ド
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を
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の
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期
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に
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が
る
も
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で
あ
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と
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他
自
治
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に
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を
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た
事
例
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に
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が

ら
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今
後
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内
容
や
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果
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も
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で
情
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ト
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象
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ま
り
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た
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と
交
換
で
き
る
仕

組
み
。
対
象
事
業
は
、
特
定
健
診
や

が
ん
検
診
な
ど
の
検
診
の
受
診
と
、

健
康
運
動
教
室
な
ど
の
健
康
づ
く
り

へ
の
参
加
と
し
て
い
る
。
制
度
は
、

２
０
１
９
年
度
集
団
健
診
の
開
始
時

期
に
合
わ
せ
、
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で
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受
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に
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の
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で
子
ど
も
の
貧
困
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況
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去
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間
に
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由
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必
要
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も
の
が
買
え
な
か
っ
た
り
支
払
い

が
遅
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た
り
と
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し
た
経
済
的
に
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し
い
家
庭
は
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１
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。
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等
の
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５
％
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光
熱
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は
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・
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％
が
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が
遅
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た
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と
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と
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入
が
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な
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家
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は

ひ
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親
家
庭
の
割
合
が
高
い
。

貧
困
化
が
進
ん
で
い
る
の
で
は

中
学
生
の
就
学
援
助
は
20
％
前
後
、

小
学
生
は
19
％
前
後
で
推
移
し
て
い

る
。
こ
の
状
況
か
ら
子
ど
も
の
貧
困

が
進
ん
で
い
る
と
は
判
断
で
き
な
い

と
考
え
る
。

子
ど
も
の
貧
困
防
止
に
つ
い
て
、「
夢

と
未
来
の
子
ど
も
プ
ラ
ン
Ⅲ
」
案
の

施
策
は

妊
娠
期
、
乳
幼
児
期
及
び
学
童
期
の

早
い
段
階
で
重
点
的
に
取
り
組
む
こ

と
と
し
て
い
る
。

貧
困
の
連
鎖
を
防
止
す
る
た
め
に
学

習
支
援
が
重
要
と
考
え
る
が
、
国
の

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
を
使
っ

た
県
内
の
実
施
状
況
は

29
市
中
15
市
が
実
施
し
て
い
る
。
飯

塚
市
で
は
市
内
２
カ
所
の
公
民
館
に

て
週
１
回
４
時
間
、
大
牟
田
市
で
は

市
内
３
カ
所
に
て
週
１
回
２
時
間
の

学
習
支
援
教
室
を
開
催
。

学
習
と
食
の
支
援
が
４
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
単
位
で
必
要
だ
と
考
え
る
が

福
岡
県
ひ
と
り
親
家
庭
の
た
め
の
学

習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
、
大
野
城
学

習
支
援
室
・
か
ぼ
ち
ゃ
の
２
つ
の
学

習
支
援
が
行
わ
れ
て
い
る
。
教
室
の

実
態
や
ニ
ー
ズ
の
把
握
を
行
い
、
福

祉
や
教
育
の
部
署
と
連
携
し
、
支
援

の
あ
り
方
の
調
査
・
研
究
を
し
て
い

き
た
い
。

受
診
率
向
上
と

　
　
早
期
発
見
に
つ
な
げ
る
に
は

受
診
率
向
上
と

　
　
早
期
発
見
に
つ
な
げ
る
に
は

子
ど
も
達
の
夢
と
未
来
へ

　
　
学
習
と
食
の
支
援
を
！

子
ど
も
達
の
夢
と
未
来
へ

　
　
学
習
と
食
の
支
援
を
！

▲映像はこちら

豪
雨
災
害
や
地
震
に
強
い
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
ど

う
か

県
が
実
施
し
て
い
る
御
笠
川
上
流
の

筑
紫
野
市
域
の
河
川
改
修
事
業
に
目

途
が
つ
き
次
第
、
大
野
城
市
域
の
河

川
改
修
に
着
手
す
る
予
定
。

地
震
対
策
は
、
本
市
東
地
区
に
被
害

が
多
く
な
る
と
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

議
員
か
ら
紹
介
さ
れ
た
大
学
教
授
等

の
専
門
家
の
意
見
を
取
り
入
れ
な
が

ら
、
よ
り
よ
い
防
災
の
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
、
そ
の
後
は
東
地
区
を
モ
デ

ル
と
し
て
、
市
域
全
体
に
広
げ
ら
れ

る
よ
う
努
め
る
。

西
鉄
天
神
大
牟
田
線
高
架
事
業
に
よ

る
周
辺
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
か

令
和
２
年
度
末
に
高
架
切
り
か
え
、

令
和
２
年
度
に
事
業
完
了
の
予
定
。

下
大
利
駅
東
線
は
、Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
が

下
大
利
団
地
を
団
地
再
生
事
業
の
対

象
に
位
置
づ
け
た
こ
と
か
ら
、
地
元

区
と
の
協
議
を
進
め
、
関
係
者
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
得
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

答答 問

問

問

答
九
州
大
学
と
の
連
携
を
強
力
に
推
進

し
、
多
く
の
様
々
な
行
政
課
題
を
解

決
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
ど
う
か

高
度
化
ま
た
複
雑
化
し
て
い
く
行
政

課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
来
る
３
月

18
日
に
九
州
大
学
と
大
野
城
市
の
包

括
的
な
連
携
協
定
を
締
結
す
る
。

連
携
内
容
は
、
九
州
大
学
と
大
野
城

市
が
有
す
る
資
源
の
相
互
活
用
や
九

州
大
学
と
大
野
城
市
民
と
の
交
流
の

推
進
、
ま
た
筑
紫
キ
ャ
ン
パ
ス
周
辺

地
域
の
環
境
整
備
と
ま
ち
づ
く
り
等

が
考
え
ら
れ
る
。

大
野
城
の
未
来
づ
く
り
に
つ
い
て

大
野
城
の
未
来
づ
く
り
に
つ
い
て

松
　
﨑
　
百
合
子

河
　
村
　
康
　
之

田
　
中
　
健
　
一

松
　
田
　
美
由
紀
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文
部
科
学
省
で
は
、
各
学
校
に
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
や
情
報
通
信
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
情
報
手
段
を
活
用
す
る
た

め
、「
教
育
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
」
に
向
け
た

５
か
年
計
画
を
策
定
。
本
市
の
整
備

状
況
は

教
育
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
１
台
当
た

り
児
童
・
生
徒
数
３
・
６
人
、
電
子

黒
板
及
び
実
物
投
影
機
１
学
級
１
台

に
対
し
、
本
市
は
教
育
用
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
１
台
当
た
り
児
童
・
生
徒
数

12
・
８
人
、
電
子
黒
板
は
各
学
校
１

台
で
あ
る
。
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
は
整
備
さ

れ
、
発
達
に
課
題
が
あ
る
子
ど
も
の

実
態
に
応
じ
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し

た
学
習
を
実
施
し
て
い
る
。
月
２
回
、

各
学
校
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
を
配
置
し
、

国
の
基
準
（
４
校
に
１
人
）
を
当
て

は
め
る
と
10
校
に
１
人
で
あ
る
。
平

成
31
年
度
に
、
各
小
中
学
校
の
40
台

の
パ
ソ
コ
ン
を
タ
ブ
レ
ッ
ト
へ
切
り

か
え
る
計
画
で
あ
る
。

答 問

答 問
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
推
進
が
明
確
化
さ

れ
て
い
な
い
。
具
体
的
に
策
定
す
べ

き
、
見
解
は

平
成
25
年
度
策
定
の
学
校
情
報
化
基

盤
整
備
事
業
基
本
計
画
の
更
新
の
中

で
学
校
及
び
関
係
部
署
と
協
議
し
な

が
ら
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
整
備
方
針
を
検

討
し
た
い
。
下
大
利
小
は
２
日
に
１

回
、
大
野
小
は
週
１
回
パ
ソ
コ
ン
を

使
え
る
計
算
に
な
る
が
、
児
童
数
の

差
が
そ
の
ま
ま
使
用
頻
度
の
差
に
な

る
と
は
考
え
て
い
な
い
。
筑
紫
地
区

に
お
い
て
教
材
開
発
、
指
導
事
例
を

作
成
し
、
ど
の
学
級
で
も
同
じ
よ
う

に
指
導
で
き
る
公
平
さ
を
整
え
る
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
ど
う
使
う
か
明
ら
か

に
さ
れ
て
な
く
、
数
も
質
も
提
示
さ

れ
て
い
な
い
と
考
え
て
い
る
。

学
校
I
C
T
整
備
見
解
を

　
　
全
国
レ
ベ
ル
へ
！

学
校
I
C
T
整
備
見
解
を

　
　
全
国
レ
ベ
ル
へ
！

▲映像はこちら

▲映像はこちら

国
の
政
策
に
よ
り
今
後
、
外
国
籍
の

住
民
が
増
え
る
こ
と
に
な
る
が
、
本

市
の
外
国
籍
の
住
民
の
実
状
は

平
成
31
年
１
月
末
現
在
、
41
ヵ
国
７

１
０
世
帯
、
８
９
２
人
で
あ
る
。

小
中
学
校
の
外
国
籍
の
児
童
生
徒
数

と
日
本
語
指
導
の
必
要
な
生
徒
数
と

そ
の
対
応
は

小
学
生
が
20
名
、
中
学
生
５
名
で
支

援
が
必
要
な
小
学
生
は
９
名
、
中
学

生
が
２
名
で
、
日
本
語
指
導
の
必
要

な
児
童
・
生
徒
へ
の
対
応
は
、
県
に

よ
る
日
本
語
指
導
担
当
教
員
の
配
置

と
、
本
市
で
今
年
度
か
ら
開
始
し
た

小
中
学
校
日
本
語
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
派
遣
事
業
に
よ
り
、
小
学
校
に
１

名
派
遣
し
７
名
の
指
導
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
小
学
生
２
名
、
中
学
生

２
名
に
は
派
遣
さ
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
学
校
生
活
を
円
滑
に
送
れ
る
よ

う
、
授
業
の
通
訳
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

児
童
生
徒
や
保
護
者
の
困
り
ご
と
相

談
へ
の
対
応
は

日
本
語
指
導
者
か
ら
の
連
絡
を
は
じ

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
方
か
ら
相

答答答 問問問

答 問
談
を
受
け
、
学
校
生
活
が
改
善
で
き

る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
対
し
て
の
困
り
ご

と
は
、
国
際
化
推
進
員
や
市
職
員
が

関
係
各
課
と
連
携
し
対
応
。
生
活
全

般
に
つ
い
て
は
、
大
野
城
市
国
際
交

流
協
会
で
の
対
応
や
、
グ
ロ
ー
バ
ル

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
な
ど
の

専
門
機
関
を
紹
介
し
て
い
る
。

地
域
の
人
と
の
交
流
の
場
が
必
要
、

そ
の
対
策
は

国
際
交
流
協
会
な
ど
と
連
携
し
、
気

軽
に
参
加
で
き
る
交
流
イ
ベ
ン
ト
な

ど
を
実
施
し
て
い
く
。

外
国
人
市
民
と
つ
く
る

　
　
多
文
化
共
生
の
ま
ち
づ
く
り

外
国
人
市
民
と
つ
く
る

　
　
多
文
化
共
生
の
ま
ち
づ
く
り

▲映像はこちら

宝
珠
踏
切
の
安
全
対
策
は

Ｊ
Ｒ
九
州
と
は
平
成
29
年
度
に
協
議

し
、
踏
切
部
の
拡
幅
は
道
路
改
良
の

機
会
を
捉
え
て
改
良
し
、
ま
た
、
踏

切
遮
断
時
間
の
短
縮
は
現
況
を
詳
細

調
査
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

水
城
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
は

Ｊ
Ｒ
九
州
が
対
応
す
べ
き
条
件
が
あ

る
の
で
、
２
０
２
０
年
度
ま
で
に
完

了
す
る
た
め
の
協
議
を
進
め
る
。

西
鉄
新
駅
舎
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
と

ホ
ー
ム
ド
ア
の
設
置
計
画
は

新
駅
舎
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
新
法
に
適

合
し
た
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、

ホ
ー
ム
ド
ア
の
設
置
予
定
は
な
い
。

し
か
し
将
来
ホ
ー
ム
ド
ア
を
設
置
で

き
る
構
造
で
整
備
さ
れ
て
い
る
。

市
内
の
時
差
式
信
号
は
矢
印
式
信
号

に
改
良
で
き
な
い
か

信
号
機
の
改
良
は
福
岡
県
公
安
委
員

会
の
所
管
で
あ
る
。
県
警
本
部
に
問

い
合
わ
せ
た
結
果
、
現
在
の
と
こ
ろ
、

改
良
予
定
は
な
い
と
の
回
答
。

答答答 答 問

問問問

問問問

答答答
児
童
相
談
所
や
警
察
の
連
携
に
対
す

る
本
市
の
役
割
は

こ
ど
も
健
康
課
は
虐
待
な
ど
の
サ
イ

ン
を
見
逃
さ
な
い
よ
う
、
児
童
相
談

所
や
警
察
、
学
校
、
市
民
の
方
か
ら

の
情
報
の
集
約
管
理
を
行
っ
て
い
て
、

適
切
に
対
応
を
進
め
て
い
る
。

就
学
援
助
の
支
給
項
目
に
、
眼
鏡
や

コ
ン
タ
ク
ト
を
追
加
で
き
な
い
か

眼
鏡
や
コ
ン
タ
ク
ト
は
生
活
保
護
制

度
に
よ
る
治
療
材
料
に
位
置
づ
け
さ

れ
て
い
な
い
の
で
、
現
在
支
給
す
る

考
え
は
な
い
。

給
食
費
の
完
全
無
償
化
の
考
え
は

多
額
の
費
用
が
掛
か
る
こ
と
か
ら
、

現
在
考
え
て
い
な
い
。
支
援
が
必
要

な
人
に
は
就
学
援
助
で
対
応
す
る
。

住
民
要
求
へ
の
対
応
の

　
　
進
捗
状
況
に
つ
い
て

住
民
要
求
へ
の
対
応
の

　
　
進
捗
状
況
に
つ
い
て

○
訪
れ
た
議
会
・
議
員
数

　
30
市
町
議
会
２
４
７
人

○
主
な
視
察
内
容

 

・
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
総
合
窓
口

　
　
　
　
　「
ま
ど
か
フ
ロ
ア
」

 

・
子
ど
も
食
堂

 

・
統
合
型
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム

　（
公
共
サ
ー
ビ
ス
Ｄ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
事
業
）

・
大
野
城
ト
レ
イ
ル

　
〜
自
然
と
歴
史
の
散
策
路
〜
基
本
計
画

 

・
大
野
城
市
ま
ち
な
か

　
　
　
　
わ
く
わ
く
パ
ビ
リ
オ
ン

○
そ
の
他
の
視
察
内
容

 

・
防
災
対
策
の
取
り
組
み

 

・
地
域
ぐ
る
み
の
支
え
合
い

　（
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築
）

 

・
教
育
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

 

・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
取
り
組
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　
　
　
　 

な
ど

12
件

４
件

２
件

２
件

２
件

◆ 

平
成
30
年
度
視
察
受
け
入
れ 

◆

清
　
水
　
純
　
子

松
　
下
　
真
　
一

大
　
塚
　
み
ど
り

教育用コンピューター
1台当たりの児童生徒数（人／台）
国の目標値
全国平均

３.６人

７.４人 全国43位

12.８人 福　岡　県
53位/63市町村

５.６人

福岡県平均値

大野城市
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文
部
科
学
省
で
は
、
各
学
校
に
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
や
情
報
通
信
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
情
報
手
段
を
活
用
す
る
た

め
、「
教
育
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
」
に
向
け
た

５
か
年
計
画
を
策
定
。
本
市
の
整
備

状
況
は

教
育
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
１
台
当
た

り
児
童
・
生
徒
数
３
・
６
人
、
電
子

黒
板
及
び
実
物
投
影
機
１
学
級
１
台

に
対
し
、
本
市
は
教
育
用
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
１
台
当
た
り
児
童
・
生
徒
数

12
・
８
人
、
電
子
黒
板
は
各
学
校
１

台
で
あ
る
。
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
は
整
備
さ

れ
、
発
達
に
課
題
が
あ
る
子
ど
も
の

実
態
に
応
じ
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し

た
学
習
を
実
施
し
て
い
る
。
月
２
回
、

各
学
校
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
を
配
置
し
、

国
の
基
準
（
４
校
に
１
人
）
を
当
て

は
め
る
と
10
校
に
１
人
で
あ
る
。
平

成
31
年
度
に
、
各
小
中
学
校
の
40
台

の
パ
ソ
コ
ン
を
タ
ブ
レ
ッ
ト
へ
切
り

か
え
る
計
画
で
あ
る
。

答 問

答 問
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
推
進
が
明
確
化
さ

れ
て
い
な
い
。
具
体
的
に
策
定
す
べ

き
、
見
解
は

平
成
25
年
度
策
定
の
学
校
情
報
化
基

盤
整
備
事
業
基
本
計
画
の
更
新
の
中

で
学
校
及
び
関
係
部
署
と
協
議
し
な

が
ら
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
整
備
方
針
を
検

討
し
た
い
。
下
大
利
小
は
２
日
に
１

回
、
大
野
小
は
週
１
回
パ
ソ
コ
ン
を

使
え
る
計
算
に
な
る
が
、
児
童
数
の

差
が
そ
の
ま
ま
使
用
頻
度
の
差
に
な

る
と
は
考
え
て
い
な
い
。
筑
紫
地
区

に
お
い
て
教
材
開
発
、
指
導
事
例
を

作
成
し
、
ど
の
学
級
で
も
同
じ
よ
う

に
指
導
で
き
る
公
平
さ
を
整
え
る
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
ど
う
使
う
か
明
ら
か

に
さ
れ
て
な
く
、
数
も
質
も
提
示
さ

れ
て
い
な
い
と
考
え
て
い
る
。

学
校
I
C
T
整
備
見
解
を

　
　
全
国
レ
ベ
ル
へ
！

学
校
I
C
T
整
備
見
解
を

　
　
全
国
レ
ベ
ル
へ
！

▲映像はこちら

▲映像はこちら

国
の
政
策
に
よ
り
今
後
、
外
国
籍
の

住
民
が
増
え
る
こ
と
に
な
る
が
、
本

市
の
外
国
籍
の
住
民
の
実
状
は

平
成
31
年
１
月
末
現
在
、
41
ヵ
国
７

１
０
世
帯
、
８
９
２
人
で
あ
る
。

小
中
学
校
の
外
国
籍
の
児
童
生
徒
数

と
日
本
語
指
導
の
必
要
な
生
徒
数
と

そ
の
対
応
は

小
学
生
が
20
名
、
中
学
生
５
名
で
支

援
が
必
要
な
小
学
生
は
９
名
、
中
学

生
が
２
名
で
、
日
本
語
指
導
の
必
要

な
児
童
・
生
徒
へ
の
対
応
は
、
県
に

よ
る
日
本
語
指
導
担
当
教
員
の
配
置

と
、
本
市
で
今
年
度
か
ら
開
始
し
た

小
中
学
校
日
本
語
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
派
遣
事
業
に
よ
り
、
小
学
校
に
１

名
派
遣
し
７
名
の
指
導
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
小
学
生
２
名
、
中
学
生

２
名
に
は
派
遣
さ
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
学
校
生
活
を
円
滑
に
送
れ
る
よ

う
、
授
業
の
通
訳
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

児
童
生
徒
や
保
護
者
の
困
り
ご
と
相

談
へ
の
対
応
は

日
本
語
指
導
者
か
ら
の
連
絡
を
は
じ

め
、
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
方
か
ら
相

答答答 問問問

答 問
談
を
受
け
、
学
校
生
活
が
改
善
で
き

る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

行
政
サ
ー
ビ
ス
に
対
し
て
の
困
り
ご

と
は
、
国
際
化
推
進
員
や
市
職
員
が

関
係
各
課
と
連
携
し
対
応
。
生
活
全

般
に
つ
い
て
は
、
大
野
城
市
国
際
交

流
協
会
で
の
対
応
や
、
グ
ロ
ー
バ
ル

ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
な
ど
の

専
門
機
関
を
紹
介
し
て
い
る
。

地
域
の
人
と
の
交
流
の
場
が
必
要
、

そ
の
対
策
は

国
際
交
流
協
会
な
ど
と
連
携
し
、
気

軽
に
参
加
で
き
る
交
流
イ
ベ
ン
ト
な

ど
を
実
施
し
て
い
く
。

外
国
人
市
民
と
つ
く
る

　
　
多
文
化
共
生
の
ま
ち
づ
く
り

外
国
人
市
民
と
つ
く
る

　
　
多
文
化
共
生
の
ま
ち
づ
く
り

▲映像はこちら

宝
珠
踏
切
の
安
全
対
策
は

Ｊ
Ｒ
九
州
と
は
平
成
29
年
度
に
協
議

し
、
踏
切
部
の
拡
幅
は
道
路
改
良
の

機
会
を
捉
え
て
改
良
し
、
ま
た
、
踏

切
遮
断
時
間
の
短
縮
は
現
況
を
詳
細

調
査
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

水
城
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
は

Ｊ
Ｒ
九
州
が
対
応
す
べ
き
条
件
が
あ

る
の
で
、
２
０
２
０
年
度
ま
で
に
完

了
す
る
た
め
の
協
議
を
進
め
る
。

西
鉄
新
駅
舎
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
と

ホ
ー
ム
ド
ア
の
設
置
計
画
は

新
駅
舎
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
新
法
に
適

合
し
た
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、

ホ
ー
ム
ド
ア
の
設
置
予
定
は
な
い
。

し
か
し
将
来
ホ
ー
ム
ド
ア
を
設
置
で

き
る
構
造
で
整
備
さ
れ
て
い
る
。

市
内
の
時
差
式
信
号
は
矢
印
式
信
号

に
改
良
で
き
な
い
か

信
号
機
の
改
良
は
福
岡
県
公
安
委
員

会
の
所
管
で
あ
る
。
県
警
本
部
に
問

い
合
わ
せ
た
結
果
、
現
在
の
と
こ
ろ
、

改
良
予
定
は
な
い
と
の
回
答
。

答答答 答 問

問問問

問問問

答答答
児
童
相
談
所
や
警
察
の
連
携
に
対
す

る
本
市
の
役
割
は

こ
ど
も
健
康
課
は
虐
待
な
ど
の
サ
イ

ン
を
見
逃
さ
な
い
よ
う
、
児
童
相
談

所
や
警
察
、
学
校
、
市
民
の
方
か
ら

の
情
報
の
集
約
管
理
を
行
っ
て
い
て
、

適
切
に
対
応
を
進
め
て
い
る
。

就
学
援
助
の
支
給
項
目
に
、
眼
鏡
や

コ
ン
タ
ク
ト
を
追
加
で
き
な
い
か

眼
鏡
や
コ
ン
タ
ク
ト
は
生
活
保
護
制

度
に
よ
る
治
療
材
料
に
位
置
づ
け
さ

れ
て
い
な
い
の
で
、
現
在
支
給
す
る

考
え
は
な
い
。

給
食
費
の
完
全
無
償
化
の
考
え
は

多
額
の
費
用
が
掛
か
る
こ
と
か
ら
、

現
在
考
え
て
い
な
い
。
支
援
が
必
要

な
人
に
は
就
学
援
助
で
対
応
す
る
。

住
民
要
求
へ
の
対
応
の

　
　
進
捗
状
況
に
つ
い
て

住
民
要
求
へ
の
対
応
の

　
　
進
捗
状
況
に
つ
い
て

○
訪
れ
た
議
会
・
議
員
数

　
30
市
町
議
会
２
４
７
人

○
主
な
視
察
内
容

 

・
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
総
合
窓
口

　
　
　
　
　「
ま
ど
か
フ
ロ
ア
」

 

・
子
ど
も
食
堂

 

・
統
合
型
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム

　（
公
共
サ
ー
ビ
ス
Ｄ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
事
業
）

・
大
野
城
ト
レ
イ
ル

　
〜
自
然
と
歴
史
の
散
策
路
〜
基
本
計
画

 

・
大
野
城
市
ま
ち
な
か

　
　
　
　
わ
く
わ
く
パ
ビ
リ
オ
ン

○
そ
の
他
の
視
察
内
容

 

・
防
災
対
策
の
取
り
組
み

 

・
地
域
ぐ
る
み
の
支
え
合
い

　（
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
構
築
）

 

・
教
育
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

 

・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
取
り
組
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

　
　
　
　
　 

な
ど

12
件

４
件

２
件

２
件

２
件

◆ 

平
成
30
年
度
視
察
受
け
入
れ 

◆

清
　
水
　
純
　
子

松
　
下
　
真
　
一

大
　
塚
　
み
ど
り

教育用コンピューター
1台当たりの児童生徒数（人／台）
国の目標値
全国平均

３.６人

７.４人 全国43位

12.８人 福　岡　県
53位/63市町村

５.６人

福岡県平均値

大野城市
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・平成31年度当初予算
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・３月定例会一般質問

Ｐ2～ 3
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Ｐ10 ～ 12
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各常任委員会　 13日迄
本会議　一般質問
本会議　一般質問
本会議　報告・討論・採決

本会議・各委員会は傍聴できます。
みなさまの傍聴をお待ちしています。

委 員 長

副委員長

委　　員

委　　員

委　　員

委　　員
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～作品掲載希望者募集～～作品掲載希望者募集～

作

　品

　紹

　介

俳

　句

短

　歌

川

　柳

（
緑
ヶ
丘
・
平
井
静
代
さ
ん
）

○
卒
園
生
楽
し
い
で
す
か
校
庭
は

○
熊
本
城
春
風
に
押
さ
れ
力
走
か

○
春
野
菜
頂
き
も
の
で
満
腹
に

○
束
の
間
の
時
間
も
惜
し
く
散
歩
中

　
　川
柳
短
歌
俳
句
を
詠
み
て

○
山
茶
花
の
葉
っ
ぱ
の
陰
で
見
え
隠
れ

　
　幼
い
頃
に
見
た
メ
ジ
ロ
に
似
て

○
イ
ッ
チ
．ニ
．サ
ン
数
え
て
昇
る
階
段
を

　
　14
段
を
つ
ま
づ
き
も
せ
ず

　（
緑
ヶ
丘
・
平
井
静
代
さ
ん
）

○
ち
く
し
晴
れ
桔
梗
の
花
と
大
野
城

○
行
く
春
も
乗
せ
た
早
成
終
電
車

　（
乙
金
台
・
泉
満
夫
さ
ん
）

○
幾
光
年
輝
く
星
の
揺
ら
ぎ
を
り
四
王
子
山
に

　
　し
ぐ
れ
去
り
し
夜

○
入
り
つ
日
に
向
ひ
て
輝
く
菜
の
花
の
淡
き
黄
の

　
　い
ろ
ゆ
れ
て
香
れ
り

　（
若
草
・
高
名
稔
さ
ん
）

○
ヨ
ガ
の
朝
公
民
館
に
小
鳥
来
る

○
天
気
予
報
あ
た
り
し
風
花
の
空

○
春
近
し
空
と
お
で
こ
を
吹
く
風
に

　（
上
大
利
・
高
本
美
智
代
さ
ん
）

○
そ
う
そ
う
と
思
っ
て
も
ら
う
句
を
目
指
し

○
水
城
か
ら
出
土
す
る
土
器
宿
る
夢

○
あ
あ
見
え
て
間
も
な
く
三
十
路
ま
ど
か
ち
ゃ
ん

○
地
元
産
土
の
匂
い
が
す
る
野
菜

　（
南
ヶ
丘
・
そ
う
そ
う
）

副
議
長

総
務
企
画
委
員
会

福
祉
文
教
委
員
会

都
市
環
境
委
員
会

議
長

令
和
元
年
第
３
回
５
月
臨
時
会
に
お
い
て

※

議
員
名
簿
（
２
ペ
ー
ジ
）

議
長
に
山
上
高
昭
氏
、

副
議
長
に
井
上
正
則
氏
選
出

新
し
い

広
報
委
員
決
定

井上 正則

委員長
井上 正則

原田 真光

副委員長
福澤 信光

渡邉 知之

関井 利夫

平田 不二香

山上 高昭

委員長　　　
松田 美由紀

副委員長　　
森 和也

山上 高昭 松﨑 正和

中村 真一 原田 真光 神田 徳良

委員長　　　
河村 康之

副委員長　　
井福 大昌

岡部 和子

井上 正則 松﨑 百合子 平田 不二香

委員長　　　
平井 信太郎

副委員長　　
大塚 みどり

関岡 俊実

田中 健一 関井 利夫 福澤 信光

渡邉 知之

　
５
月
１
日
に
元
号
が
平
成
か
ら
令
和

へ
と
変
わ
り
新
た
な
時
代
も
幕
開
け
と

同
時
に
、
大
野
城
市
議
会
も
４
月
21
日

に
選
挙
で
選
ば
れ
た
20
名
の
議
員
に
よ

る
新
た
な
体
制
で
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま

し
た
。

　
今
年
は
統
一
地
方
選
挙
と
参
議
院
選

挙
が
重
な
る
年
で
す
が
、
大
野
城
市
議

会
議
員
選
挙
で
は
投
票
率
が
39
.57

パ
ー
セ
ン
ト
と
過
去
最
低
を
更
新
し
、

残
念
な
が
ら
政
治
離
れ
に
歯
止
め
が
か

か
り
ま
せ
ん
。

　
政
治
は
私
た
ち
の
生
活
や
未
来
と
直

結
す
る
、
重
要
な
決
断
が
下
さ
れ
る
場

で
す
。
少
し
で
も
多
く
の
方
に
関
心
を

持
っ
て
頂
い
て
、
皆
さ
ん
の
声
を
市
政

へ
と
届
け
ら
れ
る
よ
う
大
野
城
市
議
会

議
員
一
同
が
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
宜

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
原
田 

真
光
）

よ
り
多
く
の
人
に
読
ん
で
、
見
て
も
ら
え

る
よ
う
に
、分
か
り
や
す
い
議
会
だ
よ
り
・

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
目
指
し
、
大
野
城

市
議
会
に
関
す
る
情
報
を
お
届
け
し
ま

す
。

井　上　正　則
福　澤　信　光
関　井　利　夫
原　田　真　光
渡　邉　知　之
平　田　不二香


